
よさニュースレター

チームのよさがみえる会議
・よさ会議ベーシック(2時間プログラム)
・朝イチよさ会議コース
・リーダー向けよさ会議セミナー など

‣メール yosacafe4343@ybb.ne.jp

‣ブログ http://omoimierukaigi.hateblo.jp/

‣FBページ https://www.facebook.com/yosakaigi/

何でもOK！ ～その人の「そのまま」を受け止める～

第3号までで「心理的安全性の向上＝チームの生産性の向上」であるとお伝えしてきました。確かにその側面のメリットは

大きいです。でも、実は私たちは生産性への影響があるかどうかの前に「心理的安全性の高い状態」そのものの価値を

大切にしたい！と思っています。それが土台になってこその生産性の向上だと考えています。自然に本音を言える関係性や、

そこで生まれる本心からの対話があることこそが、人と人がともにいる上での豊かさだという想いを強く持っているから

です。「どんな価値観や個性を持っている人なのか」が分かってこそ、その人と本当に「出会った」と言える。そうして

「出会った」人たちと自然体の「よさ」を活かし合えている実感が、チームで働く醍醐味だと思います。

よさ会議は「よさカード」や「問い」をきっかけに、それぞれが感じたことを伝え合うシンプルなつくりです。この

ニュースレターでも「ミニよさ会議」のコーナーを設け、テーマとなる問いや進め方など「やり方」を紹介しています。

「やり方」はシンプル。しかし、この「やり方」をどんな「あり方」で使うのかがとても重要なのです。

よさ会議の世界観を支える「あり方」は、チームメンバーそれぞれの「そのまま」を受け止めるというもの。その人の

感じること、その瞬間の状態や気持ち。そこには正解も不正解もなく、なんでもOK！！

そして、チーム全員の声を大切にすること。感じ方や視点の違いは、宝。これは、すべてに

同意しなくてはならないということではなく、「その人はそう感じるのだ」ということを

ただ受け止めるということです。そこにいる人たちが「正しいことを言わなきゃ」と

思わずに、ただ感じたままを発することができるよう、受け止めるあり方。相手の

感じ方や物事の捉え方をそのまま知ろうとするあり方。私たちはよさ会議を通して

このあり方を広め、心理的安全性の高い幸せで豊かなチームを増やしたいのです。

職場で10分！ミニよさ会議をやってみよう！
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よさ会議ファシリテーター講座、始めます

~ 心理的に安全な状態の土台をしっかり作り、
「ここにいる喜び」を実感できて

自然と貢献したくなるチームになる ~

よさ会議

・相手の話を聴き、
受け止め、質問をしたとき
・よさ会議そのものや資料
(企画書やパンフレット)を
「カタチ」にしたとき
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スタッフ

井上 いほこ

よさ会議の「やり方」と「あり方」が分かり、

「心理的安全性」の高い場をつくれるようになる

よさ会議ファシリテーター講座を近日開講します！

・「朝イチよさ会議」が実施できる

・自分たちの会議にも応用して「よさカード」を使える

ようになる講座です。

●ご興味のある方には先行情報をお送りします●

yosacafe4343@ybb.ne.jp まで

「よさ会議ファシリテーター講座 先行情報希望」と

ご連絡ください

スタッフのミニよさ会議（右のday4に答えてみました)

～どんなことをしたときに喜ばれましたか？～

・よさ会議の空気感、チームの
素晴らしいところを文章にし、
まとめるとき
・形あるものを整えるとき
・事務的な仕事を苦なくやるとき

【ミニよさ会議 day４】

Q．どんなことをしたときに
仲間は喜んでくれましたか？

・感謝された小さな出来事
・自然にしていたのに喜ばれたこと
・褒められて驚いたこと などなど

【進め方】
１）チームで集まり、まず各自で質問のこたえを

ノートなどに書きます。
※ポイントはリラックスすること。こたえには

正解も不正解もありません。「なんとなく！」という
こたえもOKです。

２）5～8人ほどで輪になり、順にこたえを読み上げ、
ひとり終わるごとに拍手をしてシェアし合います。

【よさよさ解説！】
自然にできてしまうような本来のその人の「よさ」は
自分ではなかなか気づかないものです。そんな「よさ」に
気づき、「よさ」なのだと認め、チームの中で活かして
いく。そのための第一歩の質問です。

株式会社Agent Village様にて
よさ会議実施の様子
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